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論 文 要 旨       
 

 

所属ゼミ 嶋口充輝研究室 学籍番号 ８０１２８４４５ 氏名 清水 昇 

（論文題名） 
 
  リスク多様化時代の金融マーケティング 
   ― 保険会社における企業保険チャネルの再構築について ― 
 
 
 
（内容の要旨） 
 

企業規模の拡大、企業資産の増大、技術革新の進展、企業の社会的責任の増大などととも
に、企業を取巻く経営環境は急激に変化し、企業が直面するリスクも巨大化、多様化、複雑
化している。さらに、経済のグローバル化や市場のボーダーレス化の進展とともに、メイン
バンク制や株式持ち合いなどの日本特有の経営システムが崩壊したことは、日本企業に経営
環境と経営活動との矛盾から生じる経営問題としての企業リスクをマネジメントする必要性
を強く認識させることになっている。 
その結果、企業の内部では、従来の経営管理機能では対応できない専門的技術や知識が求

められ、新たな経営管理機能としてのリスクマネジメントの生成・発展が促される。すなわ
ち、日本においても、リスクを専門的にマネジメントする必要性が急速に高まるなかで、リスク
マネジメントを行なう組織や担当者を配置する企業が次第に増加してくることが考えられる。 
そして、このような顧客企業の内部での構造変化、すなわち、リスクマネジメントを行なう組

織や担当者の役割やその重要性(トップのコミットメントや社内での実権をはじめ、専任/兼任、
担当者の人数、担当者が所属する部門など)が変化していくということは、金融サービスを提供す
る金融機関、そのなかでも、特に保険サービスを提供する保険会社にとって、保険購入の重要性
に対する認識の変化や組織あるいは担当者の情報収集能力や情報処理能力の変化をつうじて、顧
客企業の保険の購買行動(保険会社の選定や保険商品の選択などに際しての判断基準)が大きく変
化していく可能性を意味している。 
そこで、当論文においては、リスクマネジメントを行なう組織や担当者の存在といった企業の

リスクマネジメントへの取組みに注目し、この取組みのなかでの保険購入ならびに保険購入を行
なう組織や担当者の役割やその重要性の違いが保険の購買行動に与える影響を理論研究および実
証研究(ランダムサンプリングによる一般企業への質問票による調査とその統計的分析)をつうじ
て明らかにするとともに、そこで明らかになった顧客企業の購買行動の違いに対応した、今後の
保険会社(生命保険会社および損害保険会社)のマーケティング戦略について、商品・サービス政
策およびチャネル政策を中心に提案する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 


